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足
利
直
義
と
鎌
倉
保
寧
寺

　

当
館
所
蔵
の
古
文
書
に
、
鎌
倉
の
保
寧

寺
を
室
町
幕
府
の
祈
願
所
と
す
る
足
利
直

義
御
教
書
が
あ
る
。
直
義
は
足
利
尊
氏
の

一
つ
下
の
同
母
弟
で
、
室
町
幕
府
の
発
足

後
は
、
将
軍
尊
氏
と
と
も
に
二
頭
政
治
を

行
い
、
裁
判
な
ど
日
常
政
務
を
担
当
し
た
。

　

鎌
倉
幕
府
の
御
教
書
は
、
執
権
・
連
署

が
将
軍
の
意
を
奉
じ
て
発
給
し
た
が
、
尊

氏
は
「…

状
如
件
」
で
結
ば
れ
、
自
身
の

花
押
を
据
え
た
文
書
を
発
給
し
た
。
こ
の

様
式
の
文
書
は
御
判
御
教
書
と
呼
ば
れ
、

室
町
時
代
を
通
じ
て
幕
府
最
高
の
文
書
と

な
っ
た
。
直
義
御
教
書
は
将
軍
の
発
給
す

る
御
判
御
教
書
と
同
形
式
で
あ
り
、
直
義

が
将
軍
に
準
ず
る
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

鎌
倉
の
保
寧
寺
は
現
在
廃
寺
で
、
そ
の

沿
革
も
不
詳
で
あ
る
が
、
応
永
元
年(

一

三
九
四
）
以
前
に
描
か
れ
た
「
明
月
院
古

絵
図
」
に
は
龍
興
院
の
西
、
安
国
寺
の
東

に
あ
た
る
位
置
に
保
寧
寺
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）

の
住
持
宗
俊
證
文
に
よ
る
と
、
保
寧
寺
は

建
長
寺
梅
洲
庵
の
末
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

　

直
義
の
政
治
は
鎌
倉
幕
府
の
執
権
政
治

を
理
想
と
し
、
東
国
の
伝
統
的
な
武
士
や

寺
社
な
ど
を
保
護
し
た
た
め
、
新
興
武
士

層
の
反
感
を
買
い
、
そ
の
代
表
で
あ
る
足

利
家
執
事
の
高
師
直
と
対
立
し
た
。
両
者

の
確
執
は
幕
府
を
二
分
す
る
擾
乱
に
発
展

し
、
直
義
は
兄
尊
氏
と
の
戦
い
に
敗
れ
、

文
和
元
年
（
一
三
五
二
）
二
月
に
鎌
倉
で

没
し
た
。
四
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
死

因
は
、
当
時
か
ら
兄
尊
氏
に
よ
る
毒
殺
説

が
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

暦応 3年 (1340）　3月27日　足利直義御教書　当館所蔵・諸家文書

―1―



所
在
調
査
と
一
日
講
座

～
御
用
邸
の
町

　
　
　
　
　

葉
山
町
編
～

一
、
は
じ
め
に

　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
で
は
、
コ
ー
ス

別
の
「
古
文
書
解
読
講
座
」
の
外
に
、
毎

年
「
古
文
書
解
読
入
門
一
日
講
座
」
を
実

施
し
て
き
て
お
り
、
昨
年
は
十
二
月
八
日

の
日
曜
日
に
葉
山
町
（
人
口
三
〇
，
七
二

七
人
）
で
開
催
し
た
。

　

葉
山
町
は
「
三
浦
半
島
の
西
北
部
に
位

置
す
る
。
町
の
西
側
は
相
模
湾
に
臨
み
、

東
側
に
は
緑
濃
い
山
が
連
な
る
、
海
と
山

の
町
で
あ
る
。
（
略
）
明
治
二
七
年
に
は

葉
山
御
用
邸
が
完
成
。
こ
れ
に
よ
り
葉
山

は
気
候
温
暖
で
景
勝
の
保
養
地
と
し
て
、

全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
（
「
御
用
邸
の
町
葉
山
百
年
の
歩
み
」

葉
山
町
役
場
発
行
）

　

町
の
広
報
紙
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く

な
ど
町
教
育
委
員
会
の
後
援
を
得
て
、
定

員
を
上
回
る
七
十
五
名
の
応
募
が
あ
り
、

当
日
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

≪

古
文
書
解
読
入
門
一
日
講
座≫

　

歴
史
に
関
す
る
古
文
書
の
解
読
へ
の

関
心
と
歴
史
資
料
へ
の
重
要
性
を
啓
発

普
及
す
る
た
め
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

・
日
時　

十
二
月
八
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

時
～　

時

　

・
場
所　

図
書
館

　

・
講
座　

江
戸
時
代
の
古
文
書
を
読
む
他

　
　

 

（
受
講
料 
資
料
代
一
，
〇
〇
〇
円
）

　

・
定
員　
　

名

　
　
　
　
　
　

（
広
報
葉
山
十
一
月
号
）

　

折
し
も
、
同
町
と
隣
の
逗
子
市
に
ま
た

が
る
「
長
柄
桜
山
古
墳
群
」
が
貴
重
な
前

期
古
墳
と
し
て
国
史
跡
の
指
定
を
受
け
る

と
い
っ
た
歴
史
ブ
ー
ム
に
沸
い
た
師
走
と

な
っ
た
。

二
、
葉
山
町
の
所
在
調
査

　

葉
山
町
に
お
い
て
は
、
平
成
九
年
度
か

ら
古
文
書
所
在
調
査
に
入
っ
た
が
、
調
査

対
象
箇
所
が
次
第
に
増
え
た
た
め
、
今
年

度
ま
で
五
年
間
継
続
し
て
行
っ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
五
，
五
〇
〇
点
余
の
新
し

い
資
料
を
確
認
す
る
成
果
を
あ
げ
て
き
て

い
る
。
例
え
ば
、
平
成　

・　

年
度
に
実

施
し
た
「
守
屋
氏
所
蔵
文
書
」
の
調
査
概

要
の
一
部
を
次
の
と
お
り
紹
介
す
る
。

　

 

「
守
屋
家
は
、
森
戸
神
社
社
織
の
家

で
森
戸
明
神
を
伊
豆
国
の
三
島
神
社
か

ら
当
地
に
勧
請
し
た
頃
か
ら
歴
代
に
わ

た
り
そ
の
職
を
勤
め
て
き
た
。
ま
た
、

明
治
初
期
に
守
屋
恒
基
氏
が
旧
堀
内
村

の
戸
長
を
勤
め
た
関
係
か
ら
「
田
畑
其

外
反
別
取
締
野
帳
（
明
治
八
年
）
「
社

寺
上
知
高
反
別
取
締
書
上
」
（
明
治
六

年
）
、
堀
内
村
の
「
明
細
書
上
帳
」
（
弘

化
四
年
）
な
ど
村
政
に
関
す
る
文
書
も

数
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

当
家
の
所
蔵
文
書
は
、
『
神
奈
川
県

史
別
編
２　

資
料
所
在
目
録
』
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
が
昭
和
二
十
年
代
末
に

葉
山
町
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
当
時
國
學
院

大
学
教
授
岩
橋
小
彌
太
博
士
指
導
の
も

と
に
町
内
所
在
の
古
文
書
を
調
査
し
、

刊
行
し
た
１
，
３
０
０
頁
を
越
え
る

『
葉
山
町
史
料
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

守
屋
光
秀
神
道
裁
許
状
（
神
事
参
勤
の
時
、

風
折
烏
帽
子
・
紗
狩
衣
着
用
の
許
可
）

　

今
回
の
調
査
で
は
『
葉
山
町
史
料
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
全
て
の
史
料
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
史
料
は
、
木
箱
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
や
衣
装
用
の
ブ
リ
キ

缶
の
箱
等
に
収
納
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。

整
理
・
目
録
作
成
に
当
た
っ
て
は
ブ
リ

キ
缶
入
り
の
文
書
や
一
括
さ
れ
て
い
る

文
書
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
年
代
順

に
し
、
他
は
同
類
文
書
が
区
々
の
箱
に

分
散
し
て
い
た
た
め
に
史
料
の
形
態
内

容
に
よ
り
分
類
し
ま
と
め
た
。

　

収
録
し
た
史
料
の
年
代
は
、
上
限
が
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天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
で
下
限
は

昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
で
あ
る
。

収
録
分
類
は
、
冊
横
帳
、
状
音
信
類
、

法
万
兵
庫
箱
、
神
社
古
記
録
等
の　

項

目
で
あ
り
、
全
タ
イ
ト
ル
数
は
２
，
７

１
６
件
で
あ
る
。
『
葉
山
町
史
料
』
で

は
扱
わ
れ
な
か
っ
た
史
料
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。

　
　

（
神
奈
川
県
古
文
書
資
料
所
在
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第　

集
か
ら
抜
粋
）

三
、
一
日
講
座

　

古
文
書
の
解
読
を
通
じ
て
史
料
に
親
し

ん
で
い
た
だ
き
な
が
ら
地
域
で
行
っ
て
い

る
所
在
調
査
へ
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
こ
の
数
年
、
古
文
書
所

在
調
査
を
実
施
し
た
葉
山
町
で
の
出
前
方

式
の
「
一
日
講
座
」
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
あ
っ
た
。

　

 

（
講
座
の
呼
び
か
け
）

　

地
域
の
歴
史
を
知
る
た
め
に
は
古
文

書
を
読
む
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

県
立
公
文
書
館
で
は
横
浜
で
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
横
須
賀
三
浦
地

区
で
の
要
望
を
受
け
ま
し
て
、
今
回
は

葉
山
町
で
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

　

一
日
の
基
礎
学
習
で
、
や
さ
し
い
古

文
書
な
ら
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

 

（
講
義
内
容
）

第
一
講
義

　

江
戸
時
代
の
古
文
書
を
読
み
は
じ
め

　

る
第
二
講
義

　

葉
山
町
周
辺
の
「
村
明
細
帳
」
に
つ

　

い
て

第
三
講
義

　

豊
臣
秀
吉
の
宣
戦
布
告
状
を
読
む

第
四
講
義

　

―

実
習
と
復
習―

　

当
日
は
、
古
文
書
解
読
講
座
の
イ
ロ
ハ

を
学
ん
だ
上
で
「
葉
山
町
周
辺
の
村
明
細

帳
」
と
し
て
一
三
〇
年
前
の
地
元
堀
内
村

周
辺
の
村
勢
を
記
録
し
た
古
い
史
料
な
ど

を
取
り
上
げ
た
こ
と
も
あ
り
受
講
者
か
ら

強
い
興
味
と
関
心
が
示
さ
れ
た
。

　

当
館
で
年
三
回
三
コ
ー
ス
で
実
施
し
て

い
る
古
文
書
解
読
講
座
は
、
開
催
の
度
に

県
民
の
高
い
支
持
を
得
て
い
る
。
そ
の
背

景
と
し
て
、
受
講
者
の
多
く
が
六
十
才
代

で
あ
る
こ
と
か
ら
「
戦
後
の
混
乱
で
知
的

好
奇
心
を
満
た
す
こ
と
が
出
来
ず
に
青
年

期
を
過
ご
し
た
反
動
」
（
日
本
経
済
新
聞

２
０
０
２
・　

・
７
）
と
の
指
摘
が
あ
る

が
、
こ
の
見
方
は
消
極
的
で
は
な
か
ろ
う

か
。
む
し
ろ
、
社
会
が
不
安
定
で
先
が
見

え
に
く
い
最
近
の
世
相
の
も
と
で
、
古
文

書
を
自
分
の
力
で
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ

て
昔
の
確
実
で
あ
っ
た
時
代
の
手
応
え
を

再
確
認
し
た
い
と
の
強
い
想
い
が
伝
わ
っ

た
。

四
、
お
わ
り
に

　

昨
年
度
、
久
保
田
昌
希
氏
（
駒
澤
大
学

教
授
）
か
ら
当
館
の
業
務
に
つ
い
て
次
よ

う
な
提
言
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

 

「
公
文
書
館
に
対
し
て
、
言
葉
は
馴

染
ま
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
『
市
民
力
』

つ
ま
り
県
民
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
（
略
）

公
文
書
館
に
よ
る
各
種
古
文
書
解
読
講

座
の
人
気
も
高
い
。
（
略
）
そ
う
し
た

学
習
の
場
で
育
っ
た
県
民
を
古
文
書
調

査
や
確
認
作
業
な
ど
へ
の
協
力
者
と
し

て
依
頼
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
」

　

所
在
調
査
の
実
施
地
域
で
開
催
す
る
古

文
書
解
読
講
座
は
、
久
保
田
先
生
が
ご
指

摘
さ
れ
た
方
向
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ほ
ん
の
僅
か
で
あ
る
に
し
て
も
、
昔
の
史

料
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
た
参
加
者
達

が
、
明
日
か
ら
の
地
域
史
料
の
守
り
手
に

な
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

講
座
終
了
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ

た
参
加
者
の
声
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
っ
た
。

　

 

「
私
に
と
っ
て
は
未
知
の
分
野
で
し
た

が
、
と
て
も
目
新
し
く
当
地
の
身
近
な
情

報
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
た
。
」
（
五
十
代
女
性
）

　

 

「
今
日
の
話
は
百
年
以
上
前
の
こ
の
あ

た
り
の
様
子
を
想
像
す
る
の
に
大
変
役
に

立
ち
親
近
感
を
も
っ
た
。」（
六
十
代
男
性
）

　
　
　
　
　
　

郷
土
資
料
課　

植
村　

昭
紀
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資
料
検
索
シ
ス
テ
ム
の
整
備

　

当
館
の
資
料
検
索
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
よ
る
検
索
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
（
「
公
文
書
館

情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
」
）
は
、
収
蔵
資
料

を
容
易
か
つ
迅
速
に
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
資
料
目
録
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
た
も
の
で
、
求
め
る
資
料
に
た
ど

り
着
く
た
め
の
道
案
内
役
で
す
。

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
「
歴
史
的
公
文
書
」
、

「
古
文
書
・
私
文
書
」
、
「
行
政
刊
行
物
・

図
書
」
、
そ
し
て
上
記
の
三
つ
に
あ
て
は

ま
ら
な
い
「
そ
の
他
資
料
」
と
、
「
資
科

群
情
報
」
の
五
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

情
報
を
得
た
い
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
す

れ
ば
、
各
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
ま
と
め
て
一

つ
に
し
一
度
の
検
索
で
済
め
ば
便
利
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
デ
ー
夕
量
が
膨
大
に

な
っ
て
検
索
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
ま
す

し
、
公
文
書
、
古
文
書
、
図
書
、
写
真
な

ど
の
資
料
目
録
デ
ー
タ
の
各
項
目
は
必
ず

し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。
以
上
が
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
分
割
し
た
理
由
で
す
。

　

さ
ら
に
、
日
頃
な
じ
み
の
薄
い
公
文
書

な
ど
の
検
索
を
考
え
て
、
皆
さ
ん
が
思
い

つ
い
た
任
意
の
言
葉
を
入
力
す
れ
ば
検
索

で
き
る
自
然
語
（
フ
リ
ー
ワ
ー
ド
、
自
由

語
）
検
索
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
時
に
は
、
最
新
方
式
で
あ
っ
た

こ
の
検
索
シ
ス
テ
ム
も
九
年
を
径
た
現
在

で
は
、
ど
こ
に
て
も
あ
る
当
た
り
前
の
方

式
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
常
に
検
索
精
度
の
高
い
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
提
供
す
る
に
は
、
作
成
す
る
資

料
目
録
デ
ー
タ
が
よ
り
重
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
図
書
（
行
政
刊
行
物
）
に
あ
っ
て

は
分
類
整
理
方
法
が
体
系
化
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
目
録
デ
ー
タ
の
作
成
は
さ
ほ
ど

難
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
文
書
、
古

文
書
な
ど
の
分
類
整
理
方
法
に
つ
い
て
は
、

各
公
文
書
館
ご
と
に
検
討
さ
れ
試
行
錯
誤

の
段
階
で
す
。

　

当
館
の
公
文
書
目
録
デ
ー
タ
は
、
作
成

時
期
、
作
成
所
属
名
、
資
料
名
な
ど
を
基

本
項
目
と
し
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
補
っ

た
り
詳
細
に
説
明
す
る
と
き
は
、
資
料
件

名
（
最
大
五
十
文
字
）
・
資
料
概
要
（
最

大
三
百
文
字
）
の
項
目
で
対
応
し
て
い
き

ま
す
。
古
文
書
に
つ
い
て
も
作
成
時
期
、

差
出
人
・
受
取
人
、
資
料
名
、
資
料
形
態

な
ど
を
基
本
項
目
と
し
、
資
料
概
要
（
最

大
百
二
十
文
字
）
の
項
目
を
用
意
し
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
が
シ
ス
テ
ム
端
末
機
で
検
索
し

た
際
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
（
検
索
語
）
を

入
力
し
、
何
件
ヒ
ッ
ト
し
た
の
か
、
月
単

位
に
一
覧
を
出
力
す
る
機
能
（
「
検
索
履

歴
」
）
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
覧
を
み
れ

ば
、
皆
さ
ん
の
探
し
求
め
た
資
料
や
調
査

内
容
が
わ
か
り
、
今
後
の
デ
ー
タ
作
成
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検
索
語

も
固
有
名
詞
が
断
然
多
く
、
や
は
り
デ
ー

タ
作
成
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
点
と
い

え
ま
す
。

　

ま
た
、
検
索
の
精
度
を
あ
げ
、
資
料
の

絞
り
込
み
が
で
き
る
機
能
が
「
ア
ン
ド
検

索
」
で
す
。
自
然
語
検
索
は
い
わ
ば
言
葉

（
＝
文
字
列
）
を
検
索
す
る
こ
と
な
の
で
、

入
力
す
る
文
字
列
（
言
葉
）
が
長
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
ヒ
ッ
ト
率
は
落
ち
ま
す
。
適

度
に
小
分
け
し
て
ア
ン
ド
検
索
す
る
こ
と

が
検
索
の
精
度
を
高
め
る
コ
ツ
と
い
え
ま

す
。

　

閲
覧
室
に
は
利
用
者
用
と
し
て
シ
ス
テ

ム
端
末
機
が
一
台
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

公
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
一
部
を
検
索
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
「
行
政
刊
行
物
・
図
書
」
と
、

「
古
文
書
・
私
文
書
」
の
う
ち
の
「
県
史

収
集
写
真
製
本
資
料
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

で
す
。
「
県
史
収
集
写
真
製
本
資
料
」
と

は
『
神
奈
川
県
史
』
を
編
纂
す
る
際
に
全

国
各
地
か
ら
写
真
撮
影
に
よ
り
収
集
し
た

も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
十
五
年
度
に
は

「
歴
史
的
公
文
書
」
「
古
文
書
・
私
文
書
」

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
加
わ
り
ま
す
。

　

さ
あ
、
皆
さ
ん
も
倹
索
シ
ス
テ
ム
を
道

案
内
に
当
館
の
資
料
の
「
森
」
を
覗
い
て

逍
遙
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
）

http://w
w

w
.pref.kanagaw

a.jp/osi
rase/02/0219

）
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収
蔵
資
料
紹
介

岩
崎
家
文
書

（
当
館
寄
託
資
料
）

　

岩
崎
家
文
書
は
、
横
浜
市
瀬
谷
区
竹
村

町
に
お
往
ま
い
の
岩
崎
克
夫
氏
の
家
に
伝

来
し
た
文
書
で
す
。

　

先
代
の
肇
氏
が
当
家
に
つ
い
て
纏
め
ら

れ
た
著
書
に
よ
れ
ば
、
岩
崎
家
の
出
自
は
、

清
和
源
氏
甲
斐
武
田
氏
支
流
岩
崎
氏
で
戦

国
時
代
の
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
に
岩
崎

丹
後
な
る
人
物
が
、
こ
の
地
に
土
着
し
た

の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
崎
丹
後
が
、
永
禄
四
年
に
没
す
る
と

そ
の
後
は
、
外
記
、
宅
右
衛
門
と
続
き
ま

す
が
、
肇
氏
は
丹
後
か
ら
数
え
て
二
十
一

代
目
に
当
た
る
と
い
い
ま
す
。
当
代
克
夫

氏
は
、
二
十
二
代
目
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

さ
て
、
当
家
は
江
戸
時
代
に
瀬
谷
村
の

名
主
を
務
め
て
い
ま
し
た
の
で
、
所
蔵
さ

れ
る
古
文
書
の
多
く
は
、
瀬
谷
村
名
主
関

係
文
書
で
す
。
な
か
で
も
瀬
谷
村
は
、
相

給
（
あ
い
き
ゅ
う
）
と
い
っ
て
、
一
村
が

二
人
以
上
の
領
主
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る

村
で
あ
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
瀬
谷
村
は
、

寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
旗
本
後
藤
・
同

長
田
二
氏
の
三
給
、
明
和
四
年
（
一
七
六

七
）
に
本
多
氏
が
知
行
を
得
て
四
給
と
な

り
、
徳
川
幕
府
崩
壊
ま
で
、
こ
の
四
人
の

旗
本
を
領
主
と
し
て
年
貢
を
納
め
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
岩
崎
家
を
名
主
と
す
る
領

主
は
、
旗
本
長
田
氏
で
し
た
。

　

神
奈
川
県
史
別
編
２
で
は
、
当
家
文
書

を
「
享
保
期
以
降
の
村
方
資
料
が
殆
ど
全

分
野
に
わ
た
っ
て
伝
存
し
、
相
給
村
方
の

実
際
を
知
る
」
と
、
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

岩
崎
家
文
書
の
中
に
「
地
頭
暮
方
月
割

金
上
納
帳
」
と
名
付
く
帳
面
が
あ
っ
て
、

旗
本
長
田
氏
の
正
月
か
ら
十
二
月
に
至
る

生
活
必
要
経
費
・
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
奥
御
雑
用
・
炭
代
・
薪
代
・
酒
代
・

伊
勢
初
穂
・
日
光
初
穂
・
馬
肥
料
・
中
間

三
人
給
金
等
々
と
一
旗
本
の
年
間
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
知
る
好
史
料
と
思
わ
れ
ま
す
。
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( 正月の一ヶ月部分 )

「
神
奈
川
ニ
ュ
ー
ス
」
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

　

公
文
書
館
の
所
蔵
資
料
と
い
う
と
、
公

文
書
や
古
文
書
を
頭
に
浮
か
べ
る
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
で
も
実
際
に
は
そ
れ
だ

け
が
公
文
書
館
の
資
料
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
Ｃ
Ｄ
な
ど
も

公
文
書
館
は
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

所
蔵
し
て
い
る
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
中
に

は
、
「
神
奈
川
ニ
ュ
ー
ス
」
の
テ
ー
プ
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
県
内
の
大
き
な
映
画
館
（
一
部
の

み
）
で
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
を
見
る
機
会
が
あ

れ
ば
、
本
編
が
始
ま
る
前
に
「
神
奈
川
ニ
ュ
ー

ス
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
神
奈
川

県
内
で
起
き
た
毎
月
の
出
来
事
を
紹
介
し

て
い
る
あ
れ
で
す
。 

　

映
画
館
で
「
神
奈
川
ニ
ュ
ー
ス
」
が
映

写
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
二
十

五
年
の
こ
と
で
す
。
こ
の
年
の
ニ
ュ
ー
ス

タ
イ
ト
ル
の
中
に
は
、
「
供
米
完
遂
へ
内

山
知
事
の
農
村
巡
り
」
と
か
「
待
望
の
文

化
ア
パ
ー
ト
完
成
」
な
ど
、
戦
後
復
興
期

の
状
況
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
数
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
開
館
」
（
昭

和
三
十
三
年
十
二
月
）
や
「
生
ま
れ
変
わ

る
御
殿
場
線
」
（
昭
和
四
十
一
年
一
月
）

な
ど
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
か
ら
、
平
成
十
年
の
か
な
が
わ
・

ゆ
め
国
体
な
ど
近
年
の
県
内
の
出
来
事
ま

で
、
平
成
十
一
年
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
映

像
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
付
後
ろ
の
棚
に
、
昭
和
二
十
五
年
か

ら
平
成
十
一
年
ま
で
の
県
政
版
ニ
ュ
ー
ス
の

ビ
デ
オ
が
、
ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い
ま
す
。
公

文
書
館
の
資
料
は
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
自
宅
の
テ
レ
ビ
で
と
い
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
が
、
閲
覧
申
込
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
館
内
の
視
聴
覚
ブ
ー

ス
で
、
自
由
に
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
横
浜
と
川
崎
両
市
の
市
政
版
ニ
ュ
ー

ス
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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著

『
独
習 
江
戸
時
代
の
古
文
書
』

　

二
〇
〇
二
年
八
月
雄
山
閣
発
行

　

古
文
書
の
解
説
と
普
及
・
啓
発
に
力
を

注
い
で
き
た
著
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

「
近
世
農
村
文
書
の
読
み
方
・
調
べ
方
」

（
一
九
八
一
年　

雄
山
閣
）
と
い
う
入
門

的
な
古
文
書
解
説
書
を
刊
行
さ
れ
、
当
時

の
日
本
近
世
史
（
江
戸
時
代
）
専
攻
の
学

生
や
一
般
の
歴
史
愛
奸
家
の
よ
き
指
導
書

の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

　

近
年
、
古
文
書
を
解
読
し
歴
史
に
親
し

む
人
々
が
飛
躍
的
に
増
大
し
、
各
地
の
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
古
文
書
解
読
講
座

は
、
大
い
に
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。
本

書
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
背
景
に
し
て
初
心

者
は
も
と
よ
り
、
な
お
一
層
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
希
望
す
る
中
級
・
上
級
者
に
ま
で
範

囲
を
広
げ
、
知
的
に
も
楽
し
め
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　

本
書
の
特
色
と
し
て
、
Ａ
５
版
の
上
段

に
古
文
書
の
コ
ピ
ー
を
、
下
段
に
解
説
文

を
掲
載
し
、
ひ
と
目
で
一
字
一
字
が
対
比

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
文
字

の
内
容
や
当
時
の
言
い
回
し
方
が
わ
か
る

よ
う
に
読
み
下
し
文
（
ひ
ら
が
な
交
じ
り
）

を
つ
け
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
教
材
と
し
た

古
文
書
の
歴
史
的
背
景
や
そ
の
意
義
に
つ

い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

　

近
年
の
古
文
書
学
習
や
研
究
会
で
は
、

政
治
・
経
済
中
心
の
公
的
な
文
書
は
も
と

よ
り
、
人
の
誕
生
か
ら
死
ま
で
を
文
書
で

表
現
し
た
も
の
や
、
女
性
や
子
供
・
老
人

等
の
生
活
を
描
写
し
た
、
い
わ
ゆ
る
生
活

に
根
ざ
し
た
文
書
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
本
書
で
も
こ
れ
ら
を
含
ん
だ
良
質
の

文
書
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

　

Ａ
５
版
と
い
う
本
書
の
版
型
は
、
現
在

Ａ
４
版
型
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
現
状

か
ら
す
る
と
、
い
さ
さ
か
小
さ
す
ぎ
る
き

ら
い
が
あ
る
。
年
輩
者
が
本
書
を
利
用
す

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
版
型
の
大
小
は
今

後
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
丁
寧
な
古
文
書
学
習

指
導
は
、
か
ゆ
い
所
に
手
が
届
く
配
慮
が

な
さ
れ
、
大
い
に
学
習
意
欲
を
剌
激
し
、
今

後
古
文
書
解
読
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
人
々

に
と
っ
て
良
き
指
導
書
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

二
三
九
ペ
ー
ジ
、
本
体
二
八
〇
〇
円
。
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今
年
も
花
の
季
節
が
や
っ
て
来
た
。
私

は
狭
い
庭
な
が
ら
、
草
や
木
を
種
々
雑
多

に
植
え
て
い
る
。
草
本
は
モ
ノ
を
言
わ
な

い
が
、
家
人
の
気
持
ち
に
黙
っ
て
応
え
る
。

肥
料
不
足
だ
と
花
芽
が
減
る
し
、
葉
の
色

も
冴
え
な
い
。
剪
定
が
適
切
で
あ
れ
ば
春

の
芽
吹
き
に
勢
い
が
あ
り
、
花
形
も
良
い
。

　

酔
芙
蓉
が
と
り
わ
け
好
き
だ
。
夏
の
盛

り
が
過
ぎ
て
秋
に
入
り
、
大
抵
の
花
が
終

わ
り
を
告
げ
る
頃
、
満
を
持
し
て
咲
き
始

め
る
。
背
丈
ほ
ど
の
青
桐
の
よ
う
な
木
の

枝
先
に
、
早
朝
、
ハ
マ
ナ
ス
に
似
た
淡
く

白
い
花
が
天
を
仰
ぐ
よ
う
に
開
き
、
昼
過

ぎ
に
か
け
て
桃
色
に
変
わ
り
、
そ
し
て
夕

方
、
赤
く
な
っ
て
花
命
が
終
わ
る
一
日
花

で
あ
る
。
酔
芙
蓉
の
名
の
ゆ
え
ん
で
あ
る

が
、
そ
の
変
化
が
鮮
や
か
で
い
い
。
私
が

酒
好
き
で
あ
る
こ
と
と
酔
芙
蓉
の
話
と
は

関
係
な
い
が
、
な
ぜ
か
人
の
生
き
方
と
重

な
っ
て
見
え
る
時
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
花
は
極
め
て
手
が
か

か
る
。
葉
が
桑
の
よ
う
に
大
き
く
な
る
頃
、

決
ま
っ
て
青
虫
が
や
っ
て
来
る
。
文
字
ど

お
り
ウ
ジ
が
湧
く
よ
う
に
発
生
し
、
一
日

で
も
目
を
離
す
と
、
忽
ち
葉
が
食
い
荒
ら

さ
れ
る
。
毎
朝
青
虫
を
一
匹
一
匹
排
除
す

る
こ
と
が
日
課
で
あ
る
。
木
が
５
、
６
本

株
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
葉
の
数
は
膨
大

で
青
虫
を
見
落
と
す
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

見
落
と
し
の
葉
は
、
翌
日
、
葉
脈
だ
け
の

憐
れ
な
姿
と
な
っ
て
い
る
。

　

毎
年
三
月
二
十
日
、
箱
根
の
湿
生
花
園

が
越
冬
を
終
え
る
。
花
を
撮
る
の
が
楽
し

み
で
、
毎
年
相
当
回
通
っ
て
い
る
が
、
こ

こ
に
は
、
酔
芙
蓉
は
な
い
。

　

唐
突
だ
が
、
山
本
周
五
郎
の
「
五
瓣
の

椿
」
は
報
復
の
た
め
に
次
々
と
人
を
殺
し
、

そ
の
死
体
に
椿
の
花
弁
を
添
え
て
お
く
と

い
う
物
語
だ
が
、
私
の
花
へ
の
愛
着
か
ら

嫌
い
な
小
説
で
、
二
度
と
読
ま
な
い
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

花
の
色
は
移
り
に
け
り
な
い
た
ず
ら
に

　
　

我
が
身
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に

　

モ
ノ
を
言
わ
な
い
が
、
人
の
気
持
ち
に

黙
っ
て
応
え
て
く
れ
る
の
は
、
花
だ
け
で
は

な
い
、
と
私
は
ず
っ
と
想
い
続
け
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　

館
長　

小
野
寺　

正
明
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ＱＡ

公

文

書

館

ニ

ュ

ー

ス

公

文

書

館

ニ

ュ

ー

ス

　

今
回
か
ら
、
公
文
書
館
ニ
ュ
ー
ス
を
掲

載
し
て
い
き
ま
す
。

◇ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

 

・
平
成
十
四
年
四
月
よ
り
公
文
書
館
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
、

　

神
奈
川
県
史
編
集
事
業
で
収
集
し
た
写

　

真
製
本
資
料
（
近
世
・
近
現
代
）
、
行

　

政
刊
行
物
及
び
神
奈
川
県
関
係
の
図
書

　

が
検
索
で
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
新
た
に
公
文
書
館
が
所
蔵
す

　

る
、
歴
史
的
公
文
書
、
古
文
書
目
録
が

　

検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
も
今
年
四
月
か

　

ら
稼
動
し
ま
す
。
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る

　

方
は
来
館
の
上
、
閲
覧
の
請
求
を
し
て

　

く
だ
さ
い
。

 

・
公
文
書
館
の
会
議
室
の
利
用
申
し
込
み

　

に
つ
い
て
、
従
前
は
電
話
等
で
空
室
状

　

況
を
確
認
し
、
来
館
の
上
、
事
前
に

　

「
会
議
室
利
用
申
込
書
」
を
提
出
し
て

　

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
「
会
議
室
の
空
室
状
況
」
を
確
認

　

で
き
る
と
と
も
に
、「
会
議
室
利
用
申
込

　

書
」（
ワ
ー
ド
文
書
）
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
若
し
く
は
、
メ
ー
ル
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
４
５―

３
６
４―

４
４
５
９

　

メ
ー
ル
：

　
　
　

kobun.0219@pref.kanagawa.jp

◇ 

外
国
公
文
書
館
か
ら
の
視
察

　

平
成
十
四
年
の
主
な
来
館
は
、
以
下
の

と
お
り
で
す
。

 

・
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会

　

六
月
二
六
日　
　

資
料
情
報
部
金
部
長
、

　

田
編
史
研
究
士
、
鄭
編
集
研
究
士

 

・
韓
国
政
府
記
録
保
存
所

　

十
一
月
十
三
日　
　

資
料
保
存
課

　

李
學
術
研
究
士
、
姜
學
術
研
究
士

 
・
中
国
人
民
大
学
・
档
案
学
院

　

十
二
月
十
日　
　

馮
副
学
長
・
档
案
学

　

院
長
、
趙
档
案
学
院
副
院
長
、
安
藤
国

　

文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
教
授
、
艾
学

　

習
院
大
学
客
員
研
究
員

◇ 

平
成
十
四
年
度
の
主
な
事
業

 

・
展
示
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
開
催

　

し
ま
し
た
。

　

通
常
展
示

　

 

「
資
料
に
み
る
神
奈
川
の
歴
史
」

　
　
　
　
　
　

五
月
十
四
日
～
九
月
一
日

　

企
画
展
示

　

 

「
か
な
が
わ
の
市
町
村
合
併―

行
政
区

　
　
　
　
　
　
　

域
の
移
り
変
わ
り―

」

　
　
　
　

九
月
二
五
日
～
十
一
月
二
四
日

　

企
画
展
示

　

 

「
鎌
倉
御
家
人
畠
山
重
忠
と
二
俣
川
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

歴
史
」

　
　
　
　
　

一
月
十
五
日
～
三
月
十
六
日

 

・
古
文
書
解
読
講
座
に
つ
い
て
は
、
次
の

　

と
お
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

入
門
講
座

　

 

平
成
十
五
年
二
月
九
日
～
三
月
十
六
日

　

中
級
講
座

　

 

平
成
十
四
年
五
月
十
九
日
～
六
月
十
六
日

　

上
級
講
座

　

 

平
成
十
四
年
十
月
十
三
日
～
十
月
二
七
日

　

一
日
講
座

　
 

平
成
十
四
年
十
二
月
八
日<

葉
山
町>

あ
る
日
の

　

  

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
か
ら

　
　
　
　

税
務
署
に
行
く
と
『
路
線
価
図
』

　
　
　

が
閲
覧
で
き
ま
す
が
、
公
文
書
館

に
も
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　

路
線
価
は
、
主
要
な
道
路
に
面

　
　
　

し
た
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の

土
地
の
評
価
額
で
、
相
続
税
や
贈
与
税
の

算
定
基
準
に
な
り
ま
す
。
国
土
交
通
省
が

発
表
す
る
公
示
地
価
の
八
割
の
水
準
を
目

安
に
算
出
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
を
表
し
た

地
図
を
『
（
財
産
評
価
基
準
書
）
路
線
価

図
』
と
い
い
ま
す
。

　

全
国
分
の
『
路
線
価
図
』
は
Ａ
４
判
冊

子
で
約
百
九
十
冊
に
及
び
、
積
み
重
ね
る

と
約
五
メ
ー
ト
ル
も
の
高
さ
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
国
税
庁
は
、
平
成
十
二
年
か
ら
Ｃ

Ｄ―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
導
入
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
簡

単
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

 

『
路
線
価
図
』
は
昭
和
三
二
年
分
か
ら

発
行
さ
れ
て
お
り
、
公
文
書
館
に
は
昭
和

五
十
年
分
か
ら
あ
り
ま
す
が
、 

Ｃ
Ｄ―

Ｒ

Ｏ
Ｍ
版
に
つ
い
て
は
所
蔵
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
国
会
図
書
館
（
東
京
都
千
代
田

区
）
で
は
昭
和
四
八
年
分
か
ら
、
租
税
史

料
館
（
埼
玉
県
和
光
市
）
で
は
昭
和
三
二

年
分
か
ら
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
お
探
し
の
年
度
、
地
域
分

が
あ
る
か
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
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利

用

案

内

◎
開
館
時
間

閲
覧
室…

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

会
議
室…

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

◎
休
館
日

月
曜
日

国
民
の
祝
日
（
月
曜
日
の
場
合
は
翌
日
も

　
　
　
　
　
　

休
館
）

年

末

年

始
（
十
二
月
二
十
八
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

一
月
四
日
ま
で
）

＊
四
月
一
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で
は
、

　

館
内
整
理
の
た
め
、
閲
覧
室
の
ご
利
用

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
利
用
の
仕
方

閲
覧
室
の
資
料
は
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

書
庫
内
資
料
は
閲
覧
の
希
望
は
、
閲
覧
申

込
書
を
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

資
料
の
館
外
貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

資
料
の
複
写
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
複
写
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。
（
１
枚　

円
）

資
料
の
写
真
撮
影
も
で
き
ま
す
。
詳
し
い

こ
と
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

資
料
に
つ
い
て
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
受
付

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
会
議
室
の
利
用

会
議
室
は
一
般
の
方
が
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
（
有
料
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

県
立
公
文
書
館
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
歴
史
的
公
文
書
、
古
文
書
、
行
政
刊
行
物
・

図
書
の
検
索
、
展
示
、
講
座
の
案
内
を
は
じ
め
、
各
種
広
報
等
の
情
報
を
随
時
提
供
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ア
ド
レ
ス
は 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
k
a
n
a
g
a
w
a
.
j
p
/
o
s
i
r
a
s
e
/
0
2
/
0
2
1
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で
す
。

第1回 平成15年5月中旬～

第 2回 平成15年9月下旬～

特別展 平成15年11月初旬～

第 3回 平成16年1月中旬～

◎
催
し
物

展
示
会
は
年
四
回
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

会議室名 定 員

　　　　　　　　　名

大会議室 １４４

中会議室 　２８

小会議室 　１８

講
座
は
、
「
古
文
書
解
読
講
座
」
の
入
門

か
ら
上
級
及
び
館
外
施
設
で
の
一
日
講
座

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

入門講座 平成16年 2月上旬～

中級講座 平成15年 5月下旬～

上級講座 平成15年10月中旬～

１日講座 平成15年12月上旬～

　

詳
し
く
は
、
毎
月
発
行
の
「
県
の
た
よ

り
・
催
し
物
」
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
施
設
の
概
要

駐
車
場　

三
十
五
台

閲
覧
室　

三
十
九
席

◎
交
通
の
ご
案
内

電
車
の
場
合

相
鉄
線
「
二
俣
川
駅
」
（
横
浜
駅
か
ら
急
行

で
十
一
分
）
下
車
。
徒
歩
十
七
分
又
は
相

鉄
バ
ス
「
運
転
試
験
場
」
下
車
徒
歩
三
分

車
の
場
合

　
　
　
　
　

 

「
保
土
ヶ
谷
バ
イ
パ
ス
」
本

　
　
　
　
　

村
イ
ン
タ
ー
か
ら
六
分

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
だ
よ
り　

―

第
９
号―

平
成　

年　

月　

日　

発
行

　

編
集
発
行

　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館

　
　
　

横
浜
市
旭
区
中
尾
一
丁
目
六
番
一
号

　
　
　

〒
二
四
一―

〇
八
一
五

　
　
　
　
　

〇
四
五
（
三
六
四
）
四
四
五
六

　
　

印
刷
所

　
　
　

ツ
ル
ミ
印
刷
株
式
会
社

　
　
　

横
浜
市
鶴
見
区
寛
政
町
九―

四

　
　
　

〒
二
三
〇―

〇
〇
三
四

　
　
　
　
　

〇
四
五
（
五
〇
八
）
六
六
八
六
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